
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
液晶を介して対向配置される各基板の一方の基板の液晶側の面に液晶表示部を構成する各
画素と、一方向に並設された各画素からなる画素群に共通のゲート信号線と容量線とが少
なくとも形成され、
前記各ゲート信号線の少なくとも一端が接続された走査信号駆動回路と、この走査信号駆
動回路を囲むようにして形成された配線層とを備え、
この配線層は液晶表示部と反対側のそれに対して液晶表示部側のそれは線幅が小さく形成
されているとともに、
前記容量線は前記走査信号駆動回路を交差して液晶表示部と反対側の前記配線層に接続さ
れていることを特徴とする液晶表示装置。
【請求項２】
液晶を介して対向配置される各基板の一方の基板の液晶側の面に液晶表示部を構成する各
画素と、一方向に並設された各画素からなる画素群に共通のゲート信号線と容量線とが少
なくとも形成され、
前記各ゲート信号線の少なくとも一端が接続された走査信号駆動回路と、この走査信号駆
動回路を囲むようにして形成された配線層とを備え、
この配線層は液晶表示部と反対側のそれに対して液晶表示部側のそれは線幅が小さく形成
されているとともに、
前記容量線は非透光性の材料から構成され、前記走査信号駆動回路の下層を交差して液晶
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表示部と反対側の前記配線層に接続されていることを特徴とする液晶表示装置。
【請求項３】
液晶を介して対向配置される各基板のうち一方の基板の液晶側の面に、並設された複数の
ゲート信号線とこれらゲート信号線に交差して並設された複数のドレイン信号線が形成さ
れ、
前記各信号線によって囲まれた領域を画素領域およびこれら画素領域の集合体を液晶表示
部とし、
前記画素領域には、ゲート信号線からの走査信号によって駆動されるスイッチング素子と
、このスイッチング素子を介してドレイン信号線からの映像信号が供給される画素電極と
、対向電圧信号線に接続され前記画素電極との間に電界を生じせしめる対向電極とを備え
、
前記対向電極は絶縁層を介して前記ドレイン信号線およびゲート信号線を被うようにして
形成された部分を有して対向電圧信号線とともに形成され、
前記各ゲート信号線の少なくとも一端が接続された走査信号駆動回路と、この走査信号駆
動回路を囲むようにして形成された配線層とを備え、
この配線層は液晶表示部と反対側のそれに対して液晶表示部側のそれは線幅が小さく形成
されているとともに、
前記対向電圧信号線は、前記走査信号駆動回路の上層を交差して液晶表示部と反対側の前
記配線層に接続されていることを特徴とする液晶表示装置。
【請求項４】
前記対向電圧信号線は、前記走査信号駆動回路の形成領域の全域を被って形成されている
ことを特徴とする請求項３に記載の液晶表示装置。
【請求項５】
液晶を介して対向配置される各基板のうち一方の基板の液晶側の面に、並設された複数の
ゲート信号線とこれらゲート信号線に交差して並設された複数のドレイン信号線が形成さ
れ、
前記各信号線によって囲まれた領域を画素領域およびこれら画素領域の集合体を液晶表示
部とし、
前記画素領域には、ゲート信号線からの走査信号によって駆動されるスイッチング素子と
、このスイッチング素子を介してドレイン信号線からの映像信号が供給される画素電極と
、対向電圧信号線に接続され前記画素電極との間に電界を生じせしめる対向電極とを備え
、
前記対向電極は絶縁層を介して前記ドレイン信号線およびゲート信号線を被うようにして
形成された部分を有して対向電圧信号線とともに形成され、
前記各ドレイン信号線の一端が接続された映像信号駆動回路と、この映像信号駆動回路に
対して液晶表示部と反対側に該映像信号駆動回路に沿って形成された配線層とを備え、
前記対向電圧信号線は、前記映像信号駆動回路の上層を交差して前記配線層に接続されて
いることを特徴とする液晶表示装置。
【請求項６】
液晶を介して対向配置される各基板のうち一方の基板の液晶側の面に、並設された複数の
ゲート信号線とこれらゲート信号線に交差して並設された複数のドレイン信号線が形成さ
れ、
前記各信号線によって囲まれた領域を画素領域およびこれら画素領域の集合体を液晶表示
部とし、
前記画素領域には、ゲート信号線からの走査信号によって駆動されるスイッチング素子と
、このスイッチング素子を介してドレイン信号線からの映像信号が供給される画素電極と
、対向電圧信号線に接続され前記画素電極との間に電界を生じせしめる対向電極とを備え
、
前記対向電極は絶縁層を介して前記ドレイン信号線およびゲート信号線を被うようにして
形成された部分を有して対向電圧信号線とともに形成され、

10

20

30

40

50

(2) JP 3920649 B2 2007.5.30



前記各ドレイン信号線の一端が接続されたドレイン分配回路を含む映像信号駆動回路と、
前記ドレイン分配回路を囲むようにして形成された配線層とを備え、この配線層は液晶表
示部と反対側のそれに対して液晶表示部側のそれは線幅が小さく形成されているとともに
、
前記対向電圧信号線は、前記映像信号駆動回路の上層を交差して前記配線層に接続されて
いることを特徴とする液晶表示装置。
【請求項７】
前記対向電圧信号線は、前記映像信号駆動回路の形成領域の全域を被って形成されている
ことを特徴とする請求項５、６のうちいずれかに記載の液晶表示装置。
【請求項８】
液晶を介して対向配置される各基板のうち一方の基板の液晶側の面に、並設された複数の
ゲート信号線とこれらゲート信号線に交差して並設された複数のドレイン信号線が形成さ
れ、
前記各信号線によって囲まれた領域を画素領域およびこれら画素領域の集合体を液晶表示
部とし、
前記画素領域には、ゲート信号線からの走査信号によって駆動されるスイッチング素子と
、このスイッチング素子を介してドレイン信号線からの映像信号が供給される画素電極と
備え、
前記ドレイン信号線の一端に映像信号駆動回路を備えるとともに、他端にイコライズ回路
とこのイコライズ回路を囲むようにして形成された配線層とを備え、この配線層は液晶表
示部と反対側のそれに対して液晶表示部側のそれは線幅が小さく形成されていることを特
徴とする液晶表示装置。
【請求項９】
対向電圧信号に接続され前記画素電極との間に電界を生じせしめる対向電極を備えるとと
もに、前記対向電圧信号線は前記イコライズ回路に対して液晶表示部と反対側の前記配線
層に該イコライズ回路を交差して接続されていることを特徴とする請求項８に記載の液晶
表示装置。
【請求項１０】
液晶を介して対向配置される各基板のうち一方の基板の液晶側の面に、並設された複数の
ゲート信号線とこれらゲート信号線に交差して並設された複数のドレイン信号線が形成さ
れ、
前記各信号線によって囲まれた領域を画素領域およびこれら画素領域の集合体を液晶表示
部とし、
前記画素領域には、ゲート信号線からの走査信号によって駆動されるスイッチング素子と
、このスイッチング素子を介してドレイン信号線からの映像信号が供給される画素電極と
、対向電圧信号線に接続され前記画素電極との間に電界を生じせしめる対向電極とが備え
られ、
前記ドレイン信号線の一端に映像信号駆動回路を備えるとともに、他端にイコライズ回路
とこのイコライズ回路に対して液晶表示部と反対側に配線層とを備え、
前記対向電圧信号線は該イコライズ回路を交差して前記配線層に接続されていることを特
徴とする液晶表示装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は画像表示装置に係り、特に、液晶を介して対向配置される各基板のうち一方の基
板の液晶側の面に走査信号駆動回路および映像信号駆動回路が形成されている液晶表示装
置に関する。
【０００２】
【従来の技術】
液晶表示装置は、液晶を介して対向配置される各基板のうち一方の基板の液晶側の面に、
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並設された複数のゲート信号線とこれらゲート信号線に交差して並設された複数のドレイ
ン信号線とが形成され、これら各信号線によって囲まれた各領域を画素領域とし、この画
素領域にはゲート信号線からの走査信号によって作動されるスイッチング素子と、このス
イッチング素子を介してドレイン信号線からの映像信号が供給される画素電極とが備えら
れている。
【０００３】
そして、該一方の基板の液晶側の面であって、前記各ゲート信号線の少なくとも一端側に
はそれぞれのゲート信号線に走査信号を順次供給するための走査信号駆動回路、前記各ド
レイン信号線の少なくとも一端側には該走査信号の供給のタイミングに合わせて映像信号
を供給するための映像信号駆動回路が形成されているものがある。
【０００４】
【発明が解決しようとする課題】
しかし、このような構成の液晶表示装置は、その走査信号駆動回路あるいは映像信号駆動
回路が基板の周辺部に位置づけられて配置されていることから、静電気の飛び込みによる
不都合が生じやすいということが指摘されていた。
【０００５】
また、背部にバックライトを配置させるようなものにあって、該バックライトからの光り
が走査信号駆動回路あるいは映像信号駆動回路の形成部分を通して観察者側へ漏洩してし
まうということも指摘されていた。
【０００６】
さらに、走査信号駆動回路あるいは映像信号駆動回路はガラス等の基板面に形成している
ことから放熱効果が充分でなく、回路の誤動作の生じる畏れも指摘されていた。
【０００７】
本発明は、このような事情に基づいてなされたもので、その目的は、走査信号駆動回路あ
るいは映像信号駆動回路への静電気の飛び込みを抑制できる液晶表示装置を提供すること
にある。
【０００８】
また、本発明の他の目的は、走査信号駆動回路あるいは映像信号駆動回路の形成部分を通
しての光漏れを抑制できる液晶表示装置を提供することにある。
【０００９】
さらに、本発明の他の目的は、走査信号駆動回路あるいは映像信号駆動回路の誤動作を防
止できる液晶表示装置を提供することにある。
【００１０】
【課題を解決するための手段】
本願において開示される発明のうち、代表的なものの概要を簡単に説明すれば、以下のと
おりである。
手段１．
本発明による液晶表示装置は、たとえば、液晶を介して対向配置される各基板の一方の基
板の液晶側の面に液晶表示部を構成する各画素と、一方向に並設された各画素からなる画
素群に共通のゲート信号線と容量線とが少なくとも形成され、
前記各ゲート信号線の少なくとも一端が接続された走査信号駆動回路と、この走査信号駆
動回路を囲むようにして形成された配線層とを備え、
この配線層は液晶表示部と反対側のそれに対して液晶表示部側のそれは線幅が小さく形成
されているとともに、
前記容量線は前記走査信号駆動回路を交差して液晶表示部と反対側の前記配線層に接続さ
れていることを特徴とするものである。
【００１１】
手段２．
本発明による液晶表示装置は、たとえば、液晶を介して対向配置される各基板の一方の基
板の液晶側の面に液晶表示部を構成する各画素と、一方向に並設された各画素からなる画
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素群に共通のゲート信号線と容量線とが少なくとも形成され、
前記各ゲート信号線の少なくとも一端が接続された走査信号駆動回路と、この走査信号駆
動回路を囲むようにして形成された配線層とを備え、
この配線層は液晶表示部と反対側のそれに対して液晶表示部側のそれは線幅が小さく形成
されているとともに、
前記容量線は非透光性の材料から構成され、前記走査信号駆動回路の下層を交差して液晶
表示部と反対側の前記配線層に接続されていることを特徴とするものである。
【００１２】
手段３．
本発明による液晶表示装置は、たとえば、液晶を介して対向配置される各基板のうち一方
の基板の液晶側の面に、並設された複数のゲート信号線とこれらゲート信号線に交差して
並設された複数のドレイン信号線が形成され、
前記各信号線によって囲まれた領域を画素領域およびこれら画素領域の集合体を液晶表示
部とし、
前記画素領域には、ゲート信号線からの走査信号によって駆動されるスイッチング素子と
、このスイッチング素子を介してドレイン信号線からの映像信号が供給される画素電極と
、対向電圧信号線に接続され前記画素電極との間に電界を生じせしめる対向電極とを備え
、
前記対向電極は絶縁層を介して前記ドレイン信号線およびゲート信号線を被うようにして
形成された部分を有して対向電圧信号線とともに形成され、
前記各ゲート信号線の少なくとも一端が接続された走査信号駆動回路と、この走査信号駆
動回路を囲むようにして形成された配線層とを備え、
この配線層は液晶表示部と反対側のそれに対して液晶表示部側のそれは線幅が小さく形成
されているとともに、
前記対向電圧信号線は、前記走査信号駆動回路の上層を交差して液晶表示部と反対側の前
記配線層に接続されていることを特徴とするものである。
【００１３】
手段４．
本発明による液晶表示装置は、たとえば、手段３の構成を前提として、前記対向電圧信号
線は、前記走査信号駆動回路の形成領域の全域を被って形成されていることを特徴とする
ものである。
【００１４】
手段５．
本発明による液晶表示装置は、たとえば、液晶を介して対向配置される各基板のうち一方
の基板の液晶側の面に、並設された複数のゲート信号線とこれらゲート信号線に交差して
並設された複数のドレイン信号線が形成され、
前記各信号線によって囲まれた領域を画素領域およびこれら画素領域の集合体を液晶表示
部とし、
前記画素領域には、ゲート信号線からの走査信号によって駆動されるスイッチング素子と
、このスイッチング素子を介してドレイン信号線からの映像信号が供給される画素電極と
、対向電圧信号線に接続され前記画素電極との間に電界を生じせしめる対向電極とを備え
、
前記対向電極は絶縁層を介して前記ドレイン信号線およびゲート信号線を被うようにして
形成された部分を有して対向電圧信号線とともに形成され、
前記各ドレイン信号線の一端が接続された映像信号駆動回路と、この映像信号駆動回路に
対して液晶表示部と反対側に該映像信号駆動回路に沿って形成された配線層とを備え、
前記対向電圧信号線は、前記映像信号駆動回路の上層を交差して前記配線層に接続されて
いることを特徴とするものである。
【００１５】
手段６．
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本発明による液晶表示装置は、たとえば、液晶を介して対向配置される各基板のうち一方
の基板の液晶側の面に、並設された複数のゲート信号線とこれらゲート信号線に交差して
並設された複数のドレイン信号線が形成され、
前記各信号線によって囲まれた領域を画素領域およびこれら画素領域の集合体を液晶表示
部とし、
前記画素領域には、ゲート信号線からの走査信号によって駆動されるスイッチング素子と
、このスイッチング素子を介してドレイン信号線からの映像信号が供給される画素電極と
、対向電圧信号線に接続され前記画素電極との間に電界を生じせしめる対向電極とを備え
、
前記対向電極は絶縁層を介して前記ドレイン信号線およびゲート信号線を被うようにして
形成された部分を有して対向電圧信号線とともに形成され、
前記各ドレイン信号線の一端が接続されたドレイン分配回路を含む映像信号駆動回路と、
前記ドレイン分配回路を囲むようにして形成された配線層とを備え、この配線層は液晶表
示部と反対側のそれに対して液晶表示部側のそれは線幅が小さく形成されているとともに
、
前記対向電圧信号線は、前記映像信号駆動回路の上層を交差して前記配線層に接続されて
いることを特徴とするものである。
【００１６】
手段７．
本発明による液晶表示装置は、たとえば、手段５、６のうちいずれかの構成を前提として
、前記対向電圧信号線は、前記映像信号駆動回路の形成領域の全域を被って形成されてい
ることを特徴とするものである。
【００１７】
手段８．
本発明による液晶表示装置は、たとえば、液晶を介して対向配置される各基板のうち一方
の基板の液晶側の面に、並設された複数のゲート信号線とこれらゲート信号線に交差して
並設された複数のドレイン信号線が形成され、
前記各信号線によって囲まれた領域を画素領域およびこれら画素領域の集合体を液晶表示
部とし、
前記画素領域には、ゲート信号線からの走査信号によって駆動されるスイッチング素子と
、このスイッチング素子を介してドレイン信号線からの映像信号が供給される画素電極と
備え、
前記ドレイン信号線の一端に映像信号駆動回路を備えるとともに、他端にイコライズ回路
とこのイコライズ回路を囲むようにして形成された配線層とを備え、この配線層は液晶表
示部と反対側のそれに対して液晶表示部側のそれは線幅が小さく形成されていることを特
徴とするものである。
【００１８】
手段９．
本発明による液晶表示装置は、たとえば、手段８の構成を前提として、前記対向電圧信号
に接続され前記画素電極との間に電界を生じせしめる対向電極を備えるとともに、前記対
向電圧信号線は前記イコライズ回路に対して液晶表示部と反対側の前記配線層に該イコラ
イズ回路を交差して接続されていることを特徴とするものである。
【００１９】
手段１０．
本発明による液晶表示装置は、たとえば、液晶を介して対向配置される各基板のうち一方
の基板の液晶側の面に、並設された複数のゲート信号線とこれらゲート信号線に交差して
並設された複数のドレイン信号線が形成され、
前記各信号線によって囲まれた領域を画素領域およびこれら画素領域の集合体を液晶表示
部とし、
前記画素領域には、ゲート信号線からの走査信号によって駆動されるスイッチング素子と
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、このスイッチング素子を介してドレイン信号線からの映像信号が供給される画素電極と
、対向電圧信号線に接続され前記画素電極との間に電界を生じせしめる対向電極とが備え
られ、
前記ドレイン信号線の一端に映像信号駆動回路を備えるとともに、他端にイコライズ回路
とこのイコライズ回路に対して液晶表示部と反対側に配線層とを備え、
前記対向電圧信号線は該イコライズ回路を交差して前記配線層に接続されていることを特
徴とするものである。
【００２０】
なお、本発明は以上の構成に限定されず、本発明の技術思想を逸脱しない範囲で種々の変
更が可能である。
【００２１】
【発明の実施の形態】
以下、本発明による液晶表示装置の実施例を図面を用いて説明をする。
実施例１．
《全体の構成》
図２は、本発明による液晶表示装置の一実施例を示す全体構成図であり、液晶を介して対
向される各透明基板のうち一方の透明基板の液晶側の面の構成を示している。
【００２２】
同図において、一方の透明基板ＳＵＢ１の周辺を除く中央部には、そのｘ方向に延在しｙ
方向に並設されるゲート信号ＧＬ１、ＧＬ２、……（以下、単にゲート信号線ＧＬと称す
る場合がある）と、ｙ方向に延在しｘ方向に並設されるドレイン信号線ＤＬ１、ＤＬ２、
……（以下、単にドレイン信号線ＤＬと称する場合がある）とが形成されている。
【００２３】
これら各ゲート信号線ＧＬとドレイン信号線ＤＬとで囲まれた各領域を画素領域とし、こ
れら各画素領域の集合体を液晶表示部ＡＲとして構成されている。各画素領域の詳細な構
成は後に説明する。
【００２４】
各ゲート信号線ＧＬの両端側のそれぞれは走査信号駆動回路ＧＳＣＬ、ＧＳＣＲに接続さ
れ、この走査信号駆動回路ＧＳＣＬ、ＧＳＣＲによって各ゲート信号線ＧＬに順次走査信
号が供給されるようになっている。これら各走査信号駆動回路ＧＳＣＬ、ＧＳＣＲは例え
ばポリシリコンを半導体層とする多数のＭＩＳ（ metal　 insulator　 semiconductor）型
トランジスタとこれらＭＩＳ型トランジスタを接続するための配線層で形成され、透明基
板ＳＵＢ１の表面に形成されたものとなっている。
【００２５】
また、各ドレイン信号線ＤＬの一端側（図中上側）のそれぞれは映像信号駆動回路に接続
されている。この映像信号駆動回路はドレイン信号線ＤＬ側に形成されるドレイン分配回
路ＤＤＣとそれ以外の回路ＩＤＣとで構成されている。
【００２６】
ここで、ドレイン分配回路ＤＤＣは例えばポリシリコンを半導体層とする多数のＭＩＳ型
トランジスタとこれらＭＩＳ型トランジスタを接続するための配線層で形成され、透明基
板ＳＵＢ１の表面形成されてものとなっている。また、それ以外の回路ＩＤＣは透明基板
ＳＵＢ１に搭載される半導体チップからなる半導体層から構成されている。
【００２７】
また、各ドレイン信号線ＤＬの他端側（図中下側）のそれぞれはイコライズ回路ＥＱＣに
接続されている。このイコライズ回路ＥＱＣも例えばポリシリコンを半導体層とする多数
のＭＩＳ型トランジスタとこれらＭＩＳ型トランジスタを接続するための配線層で形成さ
れている。
【００２８】
なお、前記走査信号駆動回路ＧＳＣＬ、ＧＳＣＲ、ドレイン分配回路ＤＤＣとそれ以外の
回路ＩＤＣには電源・コントロール回路ＳＣＣから電源あるいは信号が供給されるように
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なっている。
【００２９】
図３は、前記画素領域の等価回路を示すものである。ゲート信号線ＧＬからの走査信号に
よってオンする薄膜トランジスタＴＦＴと、この薄膜トランジスタＴＦＴを介してドレイ
ン信号線ＤＬからの映像信号が供給される画素電極ＰＸと、この画素電極ＰＸに対向して
配置され該画素電極ＰＸとの間で電界を生じせしめる対向電極ＣＴとが備えられている。
【００３０】
該対向電極ＣＴは、対向電圧信号線ＣＬを介して映像信号に対して基準となる信号が供給
されるようになっている。
【００３１】
画素電極ＰＸと対向電極ＣＴの間に生じる電界のうち透明基板ＳＵＢ１と平行な成分によ
って液晶の光透過率を制御するようになっている。
【００３２】
また、画素電極ＰＸと対向電圧信号線ＣＬとの間には容量素子Ｃｓｔｇが形成されており
、この容量素子Ｃｓｔｇによって該画素電極ＰＸに供給される映像信号を比較的長い時間
蓄積させるようになっている。
なお、前記薄膜トランジスタＴＦＴはその半導体層がポリシリコンで形成されている。
【００３３】
そして、この薄膜トランジスタＴＦＴはその構成が前記走査信号駆動回路ＧＳＣＬ、ＧＳ
ＣＲ、ドレイン分配回路ＤＤＣの構成部品であるＭＩＳ型トランジスタとほぼ同様である
から、画素領域の構成の製造に並行して該前記走査信号駆動回路ＧＳＣＬ、ＧＳＣＲ、ド
レイン分配回路ＤＤＣが製造されるようになっている。
【００３４】
《画素の構成》
図４（ａ）は前記画素領域における構成の一実施例を示す平面図、図４（ｂ）は図４（ａ
）のｂ－ｂ線における断面図を示している。
【００３５】
各図において、まず、透明基板ＳＵＢ１の表面に下地絶縁膜ＵＬＳが形成され、この下地
絶縁膜ＵＳＬの表面の一部にはポリシリコンからなる半導体層ＰＳが形成されている。こ
の半導体層ＰＳは薄膜トランジスタＴＦＴのそれとなるものである。
【００３６】
そして、この半導体層ＰＳをも被って透明基板ＳＵＢ１の表面の全域には絶縁膜ＧＩが形
成されている。この絶縁膜ＧＩは該薄膜トランジスタＴＦＴのゲート絶縁膜として機能す
るようになる。
【００３７】
また、この絶縁膜ＧＩの表面には、ｘ方向に延在しｙ方向に並設されるゲート信号線ＧＬ
１、ＧＬ２（以下、ゲート信号線ＧＬと称する場合がある）が形成されている。
【００３８】
これらゲート信号線ＧＬは後述のドレイン信号線ＤＬとともに矩形状の領域を囲むように
なっており、この領域を画素領域として構成するようになっている。
【００３９】
この場合、ゲート信号線ＧＬは前記半導体層ＰＳを横切るようにして形成され、該半導体
層ＰＳとの重畳部は薄膜トランジスタＴＦＴのゲート電極として機能するようになってい
る。
【００４０】
さらに、各ゲート信号線ＧＬの間のほぼ中央、換言すれば画素領域のほぼ中央には該ゲー
ト信号線ＧＬと並行に容量信号線ＣＳＴ１が形成されている。この容量信号線ＣＳＴ１は
たとえば該ゲート信号線ＧＬの形成の際に同時に形成されるようになっている。
【００４１】
このようにゲート信号線ＧＬ、容量信号線ＣＳＴ１が形成された透明基板ＳＵＢ１の表面
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には該各信号線をも被って層間絶縁膜ＩＬ１が全域に形成されている。
【００４２】
そして、この層間絶縁膜ＩＬ１の表面にはｙ方向に延在しｘ方向に並設されるドレイン信
号線ＤＬが形成されている。
【００４３】
このドレイン信号線ＤＬは、層間絶縁膜ＩＬ１、絶縁膜ＧＩを貫通して予め形成されたス
ルーホールＣＮＴ１を通して前記半導体層ＰＳの一端部（ドレイン領域）と接続され、こ
の部分において薄膜トランジスタＴＦＴのドレイン電極を兼ねるようになっている。
【００４４】
また、ドレイン信号線ＤＬの形成の際に同時に、層間絶縁膜ＩＬ１のスルーホールＣＮＴ
３によって露呈された前記容量信号線ＣＳＴ１の一部と接続されるパッド層ＰＡＤが形成
されるようになっている。このパッド層ＰＡＤは後に説明する対向電極ＣＴと接続される
ための介在層となるものである。
【００４５】
さらに、ドレイン信号線ＤＬの形成の際に同時に画素電極ＰＸが形成されるようになって
いる。この画素電極ＰＸはｙ方向に延在されｘ方向に並設される複数（図では２本）の帯
状の電極からなり、それらは容量信号線ＣＳＴ１の上方において、さらに各端部において
一体的に互いに電気的接続がされたパターン（図ではほぼ日の字形）として形成されたも
のとなっている。
【００４６】
そして、この画素電極ＰＸの一部は、前記層間絶縁膜ＩＬ１、絶縁膜ＧＩを貫通して予め
形成されたスルーホールＣＮＴ２を通して前記半導体層ＰＳの他端部（ソース領域）と接
続され、この部分において薄膜トランジスタＴＦＴのソース電極を兼ねるようになってい
る。
【００４７】
そして、ドレイン信号線ＤＬ、画素電極ＰＸ等が形成された透明基板ＳＵＢ１の表面には
無機材料からなる保護膜ＰＡＳ、有機材料からなる保護膜ＦＰＡＳが順次積層されて形成
されている。
【００４８】
これら各保護膜の積層体は、前記薄膜トランジスタＴＦＴの液晶との直接の接触を回避す
るために形成され、またそれ自体の誘電率を低減させるようにしている。
【００４９】
さらに、保護膜ＦＰＡＳの上面には対向電極ＣＴが形成されている。この対向電極ＣＴは
、たとえば ITO (Indium Tin Oxide)、 ITZO(Indium Tin Zinc　 Oxide)、 IZO (Indium Zinc
 Oxide)、 SnO2（酸化スズ）、 In2 O3（酸化インジウム）等の透光性の材料から構成されて
いる。
【００５０】
この対向電極ＣＴは前述の画素電極ＰＸと同様にｙ方向に延在されｘ方向に並設された複
数（図では３本）の電極群から構成され、かつ、それら各電極は、平面的に観た場合、前
記画素電極ＰＸを間にして位置付けられるようになっている。
【００５１】
すなわち、対向電極ＣＴと画素電極ＰＸは、一方の側のドレイン信号線から他方の側のド
レイン信号線にかけて、対向電極、画素電極、対向電極、画素電極、……、対向電極の順
にそれぞれ等間隔に配置されている。
【００５２】
ここで、画素領域の両側に位置づけられる対向電極ＣＴは、その一部がドレイン信号線Ｄ
Ｌに重畳されて形成されているとともに、隣接する画素領域の対応する対向電極ＣＴと共
通に形成されている。
【００５３】
換言すれは、ドレイン信号線ＤＬ上には対向電極ＣＴがその中心軸をほぼ一致づけて重畳
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され、該対向電極ＣＴの幅はドレイン信号線ＤＬのそれよりも大きく形成されている。ド
レイン信号線ＤＬに対して左側の対向電極ＣＴは左側の画素領域の各対向電極ＣＴの一つ
を構成し、右側の対向電極ＣＴは右側の画素領域の各対向電極ＣＴの一つを構成するよう
になっている。
【００５４】
このようにドレイン信号線ＤＬの上方にて該ドレイン信号線ＤＬよりも幅の広い対向電極
ＣＴを形成することにより、該ドレイン信号線ＤＬからの電気力線が該対向電極ＣＴに終
端し画素電極ＰＸに終端することを回避できるという効果を奏する。ドレイン信号線ＤＬ
からの電気力線が画素電極ＰＸに終端した場合、それがノイズとなってしまうからである
。
【００５５】
電極群からなる各対向電極ＣＴは、ゲート信号線ＧＬを充分に被って形成される同一の材
料からなる対向電圧信号線ＣＬと一体的に形成され、この対向電圧信号線ＣＬを介して基
準電圧が供給されるようになっている。
【００５６】
ここで、液晶表示部ＡＲ外の領域において、該対向電圧信号線ＣＬおよび対向電極ＣＴに
基準電圧信号を供給するための引出線ＣＬ１が、画素領域を画する各ゲート信号線ＧＬの
うちの一方のゲート信号線ＧＬと容量信号線ＣＳＴ１との間にそれら信号線と平行に形成
されている。
【００５７】
なお、対向電極ＰＴおよび対向電圧信号線ＣＴの形成の際に同時に、前記画素電極ＰＸと
重畳するようにして透光性の画素電極ＰＸＴが形成されている。
【００５８】
また、前記画素電極ＰＸと容量信号線ＣＳＴ１との間には容量素子Ｃｓｔｇが形成され、
この容量素子Ｃｓｔｇはたとえば画素電極ＰＸに供給された映像信号を比較的長く蓄積さ
せる等の機能をもたせるようになっている。図４では、この容量素子Ｃｓｔｇの容量を大
きくするため、容量信号線ＣＳＴ１から各画素電極ＰＸに重畳させるようにした延在部Ｃ
ＰＭを有するようになっている。
【００５９】
《走査信号駆動回路周辺の構成》
図１は、前記走査信号駆動回路ＧＳＣＬおよびその周辺の構成の一実施例を示す平面図で
ある。
【００６０】
同図において、まず、対向電圧信号線ＣＬの引出線ＣＬ１および容量信号線ＣＳＴ１に接
続される配線層ＣＯＭが走査信号駆動回路ＧＳＣＬを囲むようにして形成されている。
【００６１】
この配線層ＣＯＭは、前記走査信号駆動回路ＧＳＣＬが配置されている側において２つの
端子ＣＰを備え、一方の端子ＣＰから該走査信号駆動回路ＧＳＣＬと液晶表示部ＡＲの間
を走行し、該走査信号駆動回路ＧＳＣＬの該液晶表示部ＡＲと反対側に及んで他方の端子
ＣＰに至って形成されている。
【００６２】
これにより、該走査信号駆動回路ＧＳＣＬは該配線層ＣＯＭによって外部からの静電気か
ら保護されるようになる。
【００６３】
この場合、走査信号駆動回路ＧＳＣＬに対して液晶表示部ＡＲ側の配線層ＣＯＭ２の線幅
は液晶表示部ＡＲと反対側の配線層ＣＯＭ１の線幅よりも細く形成されている。
【００６４】
走査信号駆動回路ＧＳＣＬからは液晶表示部ＡＲ側に多数のゲート信号線ＧＬが走行され
、これら各ゲート信号線ＧＬと交差して形成しなければならない前記配線層ＣＯＭ２はそ
の線幅を細くすることにより、それらの間に生じる寄生容量を大幅に低減させることがで
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き、ゲート信号線ＧＬの走査信号の遅延を低減させることができる。
【００６５】
このことから、液晶表示部ＡＲ側の配線層ＣＯＭ２の線幅を細くした分に対応させて液晶
表示部ＡＲと反対側の配線層ＣＯＭ１の線幅を充分に太くすることによって、該配線層Ｃ
ＯＭ自体の電気的抵抗を高くさせないようにすることができる。
【００６６】
また、液晶表示部ＡＲの領域に形成される対向電圧信号ＣＬは引出線ＣＬ１を介して液晶
表示部ＡＲ側の前記配線層ＣＰＭ２に接続され、容量信号線ＣＳＴ１は走査信号駆動回路
ＧＳＣＬを跨って（交差して）液晶表示部ＡＲと反対側の前記配線層ＣＯＭ１に接続され
るようになっている。
【００６７】
この場合、容量信号線ＣＳＴ１は金属等のような非透光性の材料で構成されていることか
ら、その部分において遮光機能を有するようになり、パネルの後方から前方にかけての光
の漏れを低減させることができるようになる。また、放熱線の役割りをも有するようにな
り、該放熱線により走査信号駆動回路のＧＳＣＬの熱をパネル全面に拡散、放熱できるた
め、走査信号駆動回路ＧＳＣＬの正常な動作を達成することができる。
【００６８】
前記配線層ＣＯＭは、たとえば図５に示すように走査信号駆動回路ＧＳＣＬを完全に囲む
ようにし一つの端子ＣＰから基準信号を供給するようにして形成するようにしてもよく、
さらに図６、図７に示すように互いに最も離れた個所に二つの端子ＣＰを設けそれらの各
端子ＰＣに基準信号を供給するようにして形成するようにしてもよいことはいうまでもな
い。
【００６９】
走査信号駆動回路ＧＳＣＬを囲むＣＯＭは、少なくとも走査信号駆動回路ＧＳＣＬの液晶
表示部ＡＲ側と該液晶表示部ＡＲと反対側に形成され、それらが互いに電気的に接続され
ていればよい。
【００７０】
図８（ａ）は前記走査信号駆動回路ＧＳＣＬの一部を示す平面図で、そのｂ－ｂ線、ｃ－
ｃ線、ｄ－ｄ線における各断面図を図８（ｂ）、図８（ｃ）、図８（ｄ）に示している。
【００７１】
図８（ｂ）、（ｃ）、（ｄ）に示すように配線層ＣＯＭは層間絶縁膜ＩＬ１の上面に形成
され、たとえばドレイン信号線ＤＬの形成の際に同時に形成されるようになっている。
【００７２】
図８（ｂ）に示すように、容量信号線ＣＳＴ１は走査信号駆動回路ＧＳＣＬ対して層間絶
縁膜ＩＬ１を介した下層に位置づけられて該走査信号駆動回路ＧＳＣＬと交差するように
して形成されている。前記配線層ＣＯＭ１との接続は該層間絶縁膜ＩＬ１に形成されたス
ルーホールを通してなされている。
【００７３】
この場合の容量信号線ＣＳＴ１は金属で形成することにより、該走査信号駆動回路ＧＳＣ
Ｌの部分において一部遮光機能を有するようになり、パネルの後方から前方にかけての光
の漏れを低減させることができるようになる。また、放熱線の役割りをも有するようにな
り、走査信号駆動回路ＧＳＣＬの正常な動作を達成することができる。
【００７４】
図８（ｄ）に示すように、対向電圧信号線ＣＬの引出線ＣＬ１は保護膜ＦＰＡＳおよび保
護膜ＰＡＳを貫通するスルーホールを通して配線層に接続されるようになっている。
【００７５】
実施例２．
図９は、本発明による液晶表示装置の他の実施例を示す平面図で、図１に対応した図とな
っている。
【００７６】

10

20

30

40

50

(11) JP 3920649 B2 2007.5.30



図１と比較して異なる構成は、走査信号駆動回路ＧＳＣＬに対して液晶表示部ＡＲと反対
側に形成される配線層ＣＯＭ１と接続される対向電圧信号線ＣＬの引出線ＣＬ１は走査信
号駆動回路ＧＳＣＬの上層において該走査信号駆動回路ＧＳＣＬと交差するようにして形
成されていることにある。
【００７７】
このようにすることによって、外部から走査信号駆動回路ＧＳＣＬへの電磁波の飛び込み
を該引出線ＣＬ１によって一部防止でき、外部ノイズによる走査信号駆動回路ＧＳＣＬの
誤動作を低減させることができる。
【００７８】
この場合、容量信号線ＣＳＴ１は走査信号駆動回路ＧＳＣＬに対して液晶表示部ＡＲ側の
配線層ＣＯＭ２に接続されるようになっている。
【００７９】
なお、この場合においても、前記配線層ＣＯＭは、たとえば図１０に示すように走査信号
駆動回路ＧＳＣＬを完全に囲むようにし一つの端子ＣＰから基準信号を供給するようにし
て形成するようにしてもよく、さらに図１１、図１２に示すように互いに最も離れた個所
に二つの端子ＣＰを設けそれらの各端子ＣＰに基準信号を供給するようにして形成するよ
うにしてもよいことはいうまでもない。
【００８０】
図１３（ａ）は前記走査信号駆動回路の一部を示す平面図で、そのｂ－ｂ線、ｃ－ｃ線、
ｄ－ｄ線における各断面図を図１３（ｂ）、図１３（ｃ）、図１３（ｄ）に示している。
【００８１】
図１３（ｂ）に示すように、対向電圧信号線ＣＬの引出線ＣＬ１は走査信号駆動回路ＧＳ
ＣＬに対して上層に位置づけられて該走査信号駆動回路ＧＳＣＬと交差するようにして形
成され、保護膜ＦＰＡＳ、保護膜ＰＡＳに貫通して形成されたスルーホールを通して配線
層ＣＯＭ１に接続されている。
【００８２】
図１３（ｄ）に示すように、容量信号線ＣＳＴ１はその上層の絶縁膜ＩＬ１を貫通するス
ルーホールを通して配線層ＣＯＭ２に接続されるようになっている。
【００８３】
実施例３．
図１４（ａ）は前記走査信号駆動回路の一部を示す平面図で、図１３（ａ）と対応した図
となっている。また、図１４（ａ）のｂ－ｂ線における断面図を図１４（ｂ）に示してい
る。
【００８４】
図１３（ａ）の場合と比較して異なる構成は、対向電圧信号ＣＬの引出線ＣＬ１は走査信
号駆動回路ＧＳＣＬの全域を被って形成されていることにある。
【００８５】
このようにした場合、外部から走査信号駆動回路ＧＳＣＬへの電磁波の飛び込みを該引出
線ＣＬ１によってほぼ完全に防止でき、外部ノイズによる走査信号駆動回路ＧＳＣＬの誤
動作を防止させることができる。
【００８６】
実施例４．
図１５は、本発明による液晶表示装置の他の実施例を示す平面図で、図９に対応した図と
なっている。
【００８７】
図９の場合と比較して異なる構成は、走査信号駆動回路ＧＳＣＬを交差して形成される対
向電圧信号ＣＬの引出線ＣＬ１が液晶表示部ＡＲと反対側の配線層ＣＯＭ１のみに限らず
液晶表示部ＡＲ側の配線層ＣＯＭ２とも接続されていることにある。
【００８８】
このように構成した場合、たとえ液晶表示部ＡＲと反対側の配線層ＣＯＭ１が断線した場
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合にも、該対向電圧信号線ＣＬには信頼性よく基準信号が供給される効果を奏する。
【００８９】
なお、この場合においても、前記配線層ＣＯＭは、たとえば図１６に示すように走査信号
駆動回路ＧＳＣＬを完全に囲むようにし一つの端子ＣＰから基準信号を供給するようにし
て形成するようにしてもよく、さらに図１７、図１８に示すように互いに最も離れた個所
に二つの端子ＣＰを設けそれらの各端子ＣＰに基準信号を供給するようにして形成するよ
うにしてもよいことはいうまでもない。
【００９０】
図１９（ａ）は前記走査信号駆動回路の一部を示す平面図で、そのｂ－ｂ線、ｃ－ｃ線、
ｄ－ｄ線における各断面図を図１９（ｂ）、図１９（ｃ）、図１９（ｄ）に示している。
【００９１】
図１９（ｂ）に示すように、対向電圧信号線ＣＬの引出線ＣＬ１は保護膜ＦＰＡＳおよび
保護膜ＰＡＳを貫通するスルーホールを通して液晶表示部ＡＲと反対側の配線層ＣＯＭ１
および液晶表示部ＡＲ側の配線層ＣＯＭ２と接続されている。
【００９２】
また、この場合において、図２０に示すように対向電圧信号線ＣＬの引出線ＣＬ１は走査
信号駆動回路ＧＳＣＬの全域を被い、必要な個所にて液晶表示部ＡＲと反対側の配線層Ｃ
ＯＭ１および液晶表示部ＡＲ側の配線層ＣＯＭ２に接続させるようにしてもよい。
【００９３】
実施例５．
図２１は、本発明による液晶表示装置の他の実施例を示す平面図で、図１５に対応した図
となっている。
【００９４】
図１５の場合と比較して異なる構成は、容量信号線ＣＳＴ１および対向電圧信号線ＣＬの
引出線ＣＬ１いずれも液晶表示部ＡＲ側の配線層ＣＯＭ２のみに接続された構成としたも
のである。
【００９５】
なお、この場合においても、前記配線層ＣＯＭは、たとえば図２２に示すように走査信号
駆動回路ＧＳＣＬを完全に囲むようにし一つの端子ＣＰから基準信号を供給するようにし
て形成するようにしてもよく、さらに図２３、図２４に示すように互いに最も離れた個所
に二つの端子ＣＰを設けそれらの各端子ＣＰに基準信号を供給するようにして形成するよ
うにしてもよいことはいうまでもない。
【００９６】
図２５（ａ）は前記走査信号駆動回路の一部を示す平面図で、そのｂ－ｂ線、ｃ－ｃ線、
ｄ－ｄ線における各断面図を図２５（ｂ）、図２５（ｃ）、図２５（ｄ）に示している。
【００９７】
図２５（ｂ）に示すように、対向電圧信号線ＣＬの引出線ＣＬ１は保護膜ＦＰＡＳおよび
保護膜ＰＡＳを貫通するスルーホールを通して液晶表示部ＡＲ側の配線層ＣＯＭ２と接続
されている。
【００９８】
また、図２５（ｄ）に示すように、容量信号線ＣＳＴ１はその上層に形成された層間絶縁
膜ＩＬ１に形成されたスルーホールを通して液晶表示部ＡＲ側の配線層ＣＯＭ２と接続さ
れている。
【００９９】
実施例６．
図２６は、本発明による液晶表示装置の他の実施例を示す平面図で、図２１に対応した図
となっている。
【０１００】
図２１の場合と比較して異なる構成は、容量信号線ＣＳＴ１および対向電圧信号線ＣＬの
引出線ＣＬ１のいずれもが液晶表示部ＡＲ側および反対側の配線層ＣＯＭ１、ＣＯＭ２に
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接続された構成としたものである。
【０１０１】
なお、この場合においても、前記配線層は、たとえば図２７に示すように走査信号駆動回
路ＧＳＣＬを完全に囲むようにし一つの端子ＣＰから基準信号を供給するようにして形成
するようにしてもよく、さらに図２８、図２９に示すように互いに最も離れた個所に二つ
の端子ＣＰを設けそれらの各端子ＣＰに基準信号を供給するようにして形成するようにし
てもよいことはいうまでもない。
【０１０２】
実施例７．
図３０は、本発明による液晶表示装置の画素の他の実施例を示す平面図で、図４と対応し
た図となっている。
【０１０３】
図４の場合と比較して異なる構成は、液晶表示部ＡＲと走査信号駆動回路ＧＳＣＬとの間
に形成される対向電圧信号線ＣＬの引出線ＣＬ１はその間の領域全体に形成されているこ
とにある。換言すれば線状のパターンではなく板状のパターンとして形成されている。
【０１０４】
上述したように、各画素領域の対向電極ＣＴはドレイン信号線ＤＬおよびゲート信号線Ｇ
Ｌを被うようにして形成され、その延在部として前記対向電圧信号線ＣＬを形成している
。
【０１０５】
このように形成した場合、そのまま延在させて走査信号駆動回路ＧＳＣＬの全域を被うよ
うにして形成することができるようになる。
【０１０６】
実施例８．
図３１は、本発明による液晶表示装置の画素の他の実施例を示す平面図で、図４と対応し
た図となっている。
【０１０７】
図４の場合と比較して異なる構成は、各画素領域において容量信号線と対向電極ＣＴ（対
向電圧信号線ＣＬ）との電気的接続を図るスルーホールが設けられていない構成となって
いる。いずれも配線層ＣＯＭと接続させる構成とすることによってその必要がなくなるか
らである。
このような構成は画素の開口率の向上を図ることができる。
【０１０８】
実施例９．
図３２は、本発明による液晶表示装置の画素の他の実施例を示す平面図で、図３１と対応
した図となっている。
【０１０９】
図３１の場合と比較して異なる構成は、液晶表示部ＡＲと走査信号駆動回路ＧＳＣＬとの
間に形成される対向電圧信号線ＣＬの引出線ＣＬ１はその間の領域全体に形成されている
ことにある。換言すれば線状のパターンではなく板状のパターンとして形成されている。
【０１１０】
実施例１０．
図３３（ａ）は、本発明による液晶表示装置の他の実施例を示す平面図で、図１に対応し
た図となっている。
図３３（ａ）は、ゲート信号線ＧＬの他端側に設けた走査信号駆動回路ＧＳＣＲにも図１
と同様な機能をもたせていることにある。
【０１１１】
このため、図１に示した構成において走査信号駆動回路ＧＳＣＲの中心を通るｙ軸線を中
心に左右逆にすることによって図１と同様な構成となる。
【０１１２】
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ここで、ゲート信号線ＧＬの他端側に設けた走査信号駆動回路ＧＳＣＲの周辺の構成の変
形例として、上述した各実施例のように構成してもよいことはいうまでもない。
【０１１３】
なお、この場合においても、前記配線層ＣＯＭは、たとえば図３３（ｂ）に示すように走
査信号駆動回路ＧＳＣＲを完全に囲むようにし一つの端子ＣＰから基準信号を供給するよ
うにして形成するようにしてもよく、さらに図３４、図３５に示すように互いに最も離れ
た個所に二つの端子ＣＰを設けそれらの各端子ＣＰに基準信号を供給するようにして形成
するようにしてもよいことはいうまでもない。
【０１１４】
図３６（ａ）は前記走査信号駆動回路ＧＳＣＲの一部を示す平面図で、そのｂ－ｂ線、ｃ
－ｃ線、ｄ－ｄ線における各断面図を図３６（ｂ）、図３６（ｃ）、図３６（ｄ）に示し
ている。
【０１１５】
実施例１１．
図３７は、本発明による液晶表示装置の他の実施例を示す平面図で、映像信号駆動回路お
よびその周辺の構成を示している。
【０１１６】
この映像信号駆動回路は液晶表示部ＡＲ側にドレイン分配回路ＤＤＣを具備するもので、
このドレイン分配回路ＤＤＣは透明基板ＳＵＢ１の面にポリシリコンからなる半導体装置
およびこれら各半導体装置を接続させるための配線層から構成されている。
【０１１７】
また、映像信号駆動回路のうちドレイン分配回路ＤＤＣ以外の回路はたとえば透明基板Ｓ
ＵＢ１に搭載される複数の半導体チップＴＣＰから構成されている。
【０１１８】
半導体チップＴＣＰの各端子のうち１つの端子からは１つの配線層を介して連続したたと
えば３つの映像信号がドレイン分配回路ＤＤＣに入力され、各映像信号は該ドレイン分配
回路ＤＤＣによって３つのドレイン信号線ＤＬ１、ＤＬ２、ＤＬ３……にそれぞれ並列に
各ドレイン信号線ＤＬに出力されるようになっている。
【０１１９】
このようにすることによって、ドレイン信号線ＤＬの数に対して半導体チップＴＣＰの数
を少なくすることができる。
【０１２０】
そして、ドレイン分配回路ＤＤＣを囲むようにして配線層ＣＯＭが形成され、この配線層
ＣＯＭは液晶表示部ＡＲの対向電圧信号線ＣＬの引出線ＣＬ１に接続されるようになって
いる。
【０１２１】
この場合、ドレイン分配回路ＤＤＣに対して液晶表示部ＡＲ側の配線層ＣＯＭ２の線幅は
液晶表示部ＡＲと反対側の配線層ＣＯＭ１の線幅よりも細く形成されている。
【０１２２】
ドレイン分配回路ＤＤＣからは液晶表示部ＡＲ側に多数のドレイン信号線ＤＬが走行され
、これら各ドレイン信号線ＤＬと交差して形成しなければならない前記配線層ＣＯＭ２は
その線幅を細くすることにより、それらの間に生じる寄生容量を大幅に低減させることが
でき、ドレイン信号線ＤＬの映像信号の遅延を低減させることができる。
【０１２３】
図３８（ａ）は前記ドレイン分配回路ＤＤＣの一実施例を示す回路図で、図３７の領域Ｂ
の部分に該当する。
【０１２４】
半導体チップＴＣＰの１つの端子から連続して出力される３つの映像信号は、それらの各
出力のタイミングに合わせてオンする３つの各スイッチング素子Ｔｒ１、Ｔｒ２、Ｔｒ３
を介して対応する各ドレイン信号線ＤＬ１、ＤＬ２、ＤＬ３に並列に出力されるようにな
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っている。
【０１２５】
図３８（ｂ）は、透明基板ＳＵＢ１面に形成された該ドレイン分配回路ＤＤＣの配線パタ
ーンの一実施例を示す平面図で、図３８（ａ）の回路図と幾何学的に対応した設計となっ
ている。
【０１２６】
また、図３８（ｃ）は図３８（ｂ）のｃ－ｃ線における断面図を示し、液晶表示部ＡＲの
各画素領域に形成される対向電圧信号線ＣＬの引出線ＣＬ１はこのドレイン分配回路ＤＤ
Ｃの形成領域にまで及んで形成され、該ドレイン分配回路ＤＤＣの液晶表示部ＡＲ側の配
線層ＣＯＭ２および液晶表示部ＡＲと反対側の配線層ＣＯＭ１にそれぞれ電気的接続され
るようになっている。
【０１２７】
ここで、前記配線層ＣＯＭはゲート信号線ＧＬと同層に形成され、その上面は絶縁膜ＩＬ
１、保護膜ＰＡＳ、保護膜ＦＰＡＳによって順次被われている。対向電圧信号線ＣＬの引
出線ＣＬ１は該保護膜ＦＰＡＳの上面に形成され、前記配線層との電気的接続は保護膜Ｆ
ＰＡＳ、保護膜ＰＡＳ、絶縁膜ＩＬ１を貫通して形成されるスルーホールを通してなされ
ている。そして、対向電圧信号線ＣＬの引出線ＣＬ１と配線層ＣＯＭとの間にドレイン信
号線ＤＬの形成の際に同時に形成される介在層を介してなされている。接触抵抗の低減を
図るためである。
【０１２８】
図３９および図４０は、それぞれ、本発明による液晶表示装置の他の実施例を示す平面図
で、図３８（ｂ）と対応した図となっている。
【０１２９】
図３８（ｂ）の場合、ドレイン分配回路ＤＤＣを交差して配置される対向電圧信号線ＣＬ
は一定長さ当たり４本としているのに対し、図３９の場合、たとえば２本としていること
にある。また、図４０の場合、ドレイン分配回路ＤＤＣを交差して配置される対向電圧信
号線ＣＬはドレイン分配回路ＤＤＣの形成領域の全域に至って形成させていることにある
。図４０のように構成した場合、対向電圧信号線ＣＬおよび配線層自体の電気抵抗を低減
させる効果を奏する。
【０１３０】
実施例１２．
図４１は本発明による液晶表示装置の他の実施例を示す構成図で、図３８と対応した図と
なっている。
【０１３１】
図３８の場合と比較して異なる構成は、ドレイン分配回路ＤＤＣの液晶表示部ＡＲ側の配
線層ＣＯＭ２と液晶表示部ＡＲと反対側の配線層ＣＯＭ１は、それぞれ同層に形成され該
ドレイン分配回路ＤＤＣを横切る同層の同一の材料からなる配線層によって一体に接続さ
れていることにある。
【０１３２】
そして、対向電圧信号線ＣＬの引出線ＣＬ１は液晶表示部ＡＲ側の配線層ＣＯＭ２と保護
膜ＦＰＡＳ、保護膜ＰＡＳ，絶縁膜ＩＬ１を貫通するスルーホールを通して電気的接続が
なされている。
【０１３３】
また、図４２は本発明による液晶表示装置の他の実施例を示す構成図で、図４１（ｂ）に
対応した図となっている。
【０１３４】
図４１（ｂ）の場合、ドレイン分配回路ＤＤＣの液晶表示部ＡＲ側の配線層ＣＯＭ２と液
晶表示部ＡＲと反対側の配線層ＣＯＭ１との接続を図る前記配線層は、一定長さ当たり３
本としたものであるが、図４２に示すように１本としてもよい。
【０１３５】
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このように構成した場合、ドレイン分配回路ＤＤＣの負荷容量を低減させることができる
。
【０１３６】
実施例１３．
図４３は本発明による液晶表示装置の他の実施例を示す構成図で、図４１と対応した図と
なっている。
図４１の場合と比較して異なる構成は、ドレイン分配回路ＤＤＣを囲む配線層はドレイン
信号線ＤＬと同層かつ同材料で構成していることにある。
【０１３７】
図４４および図４５は、それぞれ、本発明による液晶表示装置の他の実施例を示す平面図
で、図４３（ｂ）と対応した図となっている。
【０１３８】
図４３（ｂ）の場合、ドレイン分配回路ＤＤＣを交差して配置される対向電圧信号線ＣＬ
の引出線ＣＬ１は一定長さ当たり４本としているのに対し、図４４の場合、たとえば２本
としていることにある。また、図４５の場合、ドレイン分配回路ＤＤＣを交差して配置さ
れる対向電圧信号線ＣＬはドレイン分配回路ＤＤＣの形成領域の全域に至って形成させて
いることにある。図４５のように構成した場合、対向電圧信号線ＣＬおよび配線層自体の
電気抵抗を低減させる効果を奏する。
【０１３９】
実施例１４．
図４６は本発明による液晶表示装置の他の実施例を示す構成図で、図３７と対応した図と
なっている。
【０１４０】
図３７の場合と比較して異なる構成は、ドレイン分配回路ＤＤＣに近接して配置される配
線層ＣＯＭは、液晶表示部ＡＲと反対側の部分に形成されているのみで液晶表示部ＡＲ側
に形成されていないことにある。換言すれば、前記配線層ＣＯＭは配線層ＣＯＭ１のみが
形成された構成となっている。
【０１４１】
これにより、各ドレイン信号線ＤＬと他の配線層（配線層ＣＯＭ２）との交差部をなくし
て該他の配線層との間に生じる寄生容量を低減させている。
【０１４２】
配線層ＣＯＭ１をドレイン分配回路ＤＤＣと半導体チップＴＣＰの間に設けるようにした
のは、半導体チップＴＣＰからドレイン分配回路ＤＤＣへの信号の周波数はドレイン分配
回路ＤＤＣの分配に応じた数だけの高周波となる。
【０１４３】
周波数が高い場合、半導体チップＴＣＰの信号生成時、その信号が急速に切り替わる場合
にいわゆるグリッジが生じてしまうことから、これを前記配線層ＣＯＭ１によって低減さ
せる必要があるからである。これにより、不要な高電圧やノイズが液晶表示部ＡＲの薄膜
トランジスタＴＦＴにかかり、該薄膜トランジスタＴＦＴの信頼性が低下することを回避
できるようになる。
【０１４４】
図４７は、図４６の構成のさらなる具体的な構成を示した図で、図４３と対応した図とな
っている。
【０１４５】
配線層ＣＯＭ１は絶縁膜ＧＩの上面に形成され、対向電圧信号線ＣＬの引出線ＣＬ１は保
護膜ＦＰＡＳの上面に形成されている。該引出線ＣＬ１は、ドレイン分配回路ＤＤＣを交
差した後に、保護膜ＦＰＡＳ、保護膜ＰＡＳ、絶縁膜ＩＬ１を貫通するスルーホールを通
して該配線層ＣＯＭ１に接続されている。
【０１４６】
図４８および図４９は、それぞれ、本発明による液晶表示装置の他の実施例を示す平面図
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で、図４７（ｂ）と対応した図となっている。
【０１４７】
図４７（ｂ）の場合、ドレイン分配回路を交差して配置される対向電圧信号線ＣＬは一定
長さ当たり４本としているのに対し、図４８の場合、たとえば２本としていることにある
。また、図４９の場合、ドレイン分配回路ＤＤＣを交差して配置される対向電圧信号線Ｃ
Ｌはドレイン分配回路の形成領域の全域に至った形成させていることにある。図４９のよ
うに構成した場合、対向電圧信号線ＣＬおよび配線層自体の電気抵抗を低減させる効果を
奏する。
【０１４８】
本実施例では、配線層ＣＯＭ１をドレイン分配回路ＤＤＣと半導体チップＴＣＰの間に設
け、配線層ＣＯＭ２に相当する配線層を設けていない。これにより、ドレイン分配回路Ｄ
ＤＣへの不要な高電圧印加を防止し、さらに液晶表示部ＡＲの薄膜トランジスタＴＦＴに
印加される信号の波形なまりを防止し、信頼性向上の効果を選択的に充分奏する構成とし
た。
【０１４９】
実施例１５．
図５０は本発明による液晶表示装置の他の実施例を示す構成図で、図４７と対応した図と
なっている。
【０１５０】
図４７の場合と比較して異なる構成は、配線層ＣＯＭ１は絶縁膜ＩＬ１の上面にドレイン
信号線ＤＬと同層に形成され、保護膜ＦＰＡＳの上面に形成された対向電圧信号線ＣＬの
引出線ＣＬ１とは保護膜ＦＰＡＳ、保護膜ＰＡＳに貫通して形成されたスルーホールを通
して接続されている。
【０１５１】
図５１および図５２は、それぞれ、本発明による液晶表示装置の他の実施例を示す平面図
で、図５０（ｂ）と対応した図となっている。
【０１５２】
図５０（ｂ）の場合、ドレイン分配回路を交差して配置される対向電圧信号線ＣＬは一定
長さ当たり４本としているのに対し、図５１の場合、たとえば２本としていることにある
。また、図５２の場合、ドレイン分配回路を交差して配置される対向電圧信号線ＣＬはド
レイン分配回路の形成領域の全域に至った形成させていることにある。図５２のように構
成した場合、対向電圧信号線ＣＬおよび配線層自体の電気抵抗を低減させる効果を奏する
。
【０１５３】
実施例１６．
図５３は、本発明による液晶表示装置の他の実施例を示す図である。同図はドレイン信号
線ＤＬの一端側に設けた映像信号駆動回路の他に、該ドレイン信号線ＤＬの他端側にも映
像信号駆動回路が設けられたものを対象とするものである。
【０１５４】
該映像信号駆動回路は、たとえば各ドレイン信号線に接続されるドレイン分配回路ＤＤＣ
を含む構成からなり、同図においては、該ドレイン分配回路ＤＤＣ以外の映像信号駆動回
路（半導体チップ）の部分は省略している。
【０１５５】
そして、該ドレイン分配回路ＤＤＣにおいてもそれを囲むようにして配線層ＣＯＭが形成
されている。
この場合も、ドレイン分配回路ＤＤＣに対して液晶表示部ＡＲ側の配線層の線幅は液晶表
示部ＡＲと反対側の配線層の線幅よりも細く形成されている。
【０１５６】
なお、このように各ドレイン信号線ＤＬの両端に映像信号駆動回路を設ける場合には、偶
数番目の各ドレイン信号線ＤＬには一方の映像信号駆動回路を、奇数番目の各ドレイン信
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号線ＤＬには他方の映像信号駆動回路を接続させるのが通常である。
【０１５７】
実施例１７．
図５４は、本発明による液晶表示装置の他の実施例を示す構成図である。同図は、一端に
映像信号駆動回路が接続されたドレイン信号線ＤＬの他端にイコライズ回路ＥＱＣが形成
され、このイコライズ回路ＥＱＣを囲むようにして配線層ＣＯＭを形成していることにあ
る。
【０１５８】
このイコライズ回路ＥＱＣは、ドレイン信号がＨｉｇｈからＬｏｗ信号へ変化する際、お
よびＬｏｗからＨｉｇｈ信号へ変化する際に、いずれも対向電圧信号（ＣＯＭ）になるよ
うに構成され、いわゆるドット反転駆動あるいは行毎反転駆動をする場合において極めて
有効となるものである。
【０１５９】
図６２（ａ）は、該イコライズ回路ＥＱＣの一実施例の回路図を示している。各ドレイン
信号線ＤＬ１、ＤＬ２、ＤＬ３、……にはスイッチング素子Ｔｒ１１、Ｔｒ１２、Ｔｒ１
３、……が形成され、これらスイッチング素子Ｔｒ１１、Ｔｒ１２、Ｔｒ１３、……の各
ゲートはＥＱＧ線が接続されている。また、スイッチング素子Ｔｒ１１を介して前記ドレ
イン信号線ＤＬ１はＥＱＳ１線が、スイッチング素子Ｔｒ１２を介して前記ドレイン信号
線ＤＬ２はＥＱＳ２線が、スイッチング素子Ｔｒ１３を介して前記ドレイン信号線ＤＬ３
はＥＱＳ１線がというように接続されている。
【０１６０】
この場合においても、液晶表示部ＡＲ側の対向電圧信号線ＣＬの引出線ＣＬ１は該イコラ
イズ回路ＥＱＣを交差するように延在され、配線層ＣＯＭ１に接続されるようになってい
る。
【０１６１】
また、図６２（ｂ）は通常駆動時のタイミングチャートを示し、これに対して図６２（ｃ
）はイコライザ駆動時のタイミングチャートを示している。イコライザ駆動時において、
１水平走査期間（１Ｈ）で画素領域の薄膜トランジスタＴＦＴのゲートがＯＦＦになった
後に、ドレイン信号線ＤＬの信号電圧をイコライズ回路ＥＱＣの各スイッチング素子Ｔｒ
１１、Ｔｒ１２、Ｔｒ１３、……を介してコモン（基準）電圧（ＥＱＳ１あるいはＥＱＳ
２）にする。
【０１６２】
そして、次の１水平走査期間（１Ｈ）では、前記ドレイン信号線ＤＬ１、ＤＬ２、ＤＬ３
、……には逆極性の電圧を書き込む。
【０１６３】
このことから、ドレイン信号線の電圧書込効率の向上と、ドライバ出力負荷軽減による消
費電力低減が図れるようになる。
【０１６４】
図５５（ａ）は前記イコライズ回路を示し、図５５（ｂ）は透明基板ＳＵＢ１上に形成し
た該イコライズ回路の配線パターンを示している。図５５（ａ）と幾何学的に対応したパ
ターンとなっている。また、図５５（ｃ）は図５５（ｂ）のｃ－ｃ線における断面図を示
している。
【０１６５】
保護膜ＦＰＡＳの上面に形成された対向電圧信号線ＣＬは該イコライズ回路ＥＱＣを交差
するようにして延在し、該イコライズ回路ＥＱＣに対して液晶表示部ＡＲと反対側に形成
されている配線層ＣＯＭ１と電気的に接続されている。
【０１６６】
図５６および図５７は、それぞれ、本発明による液晶表示装置の他の実施例を示す平面図
で、図５５（ｂ）と対応した図となっている。
【０１６７】
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図５５（ｂ）の場合、イコライズ回路ＥＱＣを交差して配置される対向電圧信号線ＣＬは
一定長さ当たり４本としているのに対し、図５６の場合、たとえば２本としていることに
ある。また、図５７の場合、イコライズ回路ＥＱＣを交差して配置される対向電圧信号線
ＣＬはイコライズ回路ＥＱＣの形成領域の全域に至って形成されていることにある。図５
７のように構成した場合、対向電圧信号線ＣＬおよび配線層自体の電気抵抗を低減させる
効果を奏する。
【０１６８】
実施例１８．
図５８は、本発明による液晶表示装置の他の実施例を示す構成図で、図５４と対応した図
となっている。
【０１６９】
図５４の場合と比較して異なる構成は、イコライズ回路ＥＱＣに近接して配置される配線
層は、液晶表示部ＡＲと反対側の部分に形成されているのみで液晶表示部ＡＲ側に形成さ
れていないことにある。
【０１７０】
これにより、各ドレイン信号線ＤＬと他の配線層（配線層ＣＯＭ２）との交差部をなくし
て該他の配線層との間に生じる寄生容量を低減させている。
【０１７１】
図５９は、図５８の構成のさらなる具体的な構成を示した図で、図５５と対応した図とな
っている。
【０１７２】
図６０および図６１は、それぞれ、本発明による液晶表示装置の他の実施例を示す平面図
で、図５９（ｂ）と対応した図となっている。
【０１７３】
図５９（ｂ）の場合、ドレイン分配回路を交差して配置される対向電圧信号線ＣＬは一定
長さ当たり４本としているのに対し、図６０の場合、たとえば２本としていることにある
。また、図６１の場合、ドレイン分配回路を交差して配置される対向電圧信号線ＣＬはド
レイン分配回路の形成領域の全域に至った形成させていることにある。図６１のように構
成した場合、対向電圧信号線ＣＬおよび配線層自体の電気抵抗を低減させる効果を奏する
。
【０１７４】
実施例２０．
図６３および図６４はそれぞれ本発明による液晶表示装置の他の実施例を示す構成図であ
る。
【０１７５】
図６３は、透明基板ＳＵＢ１の周辺に沿って形成される環状の配線層ＣＯＭが形成されて
おり、この配線層ＣＯＭは走査信号駆動回路ＧＳＣＬおよび映像信号駆動回路の外側に形
成された構成となっている。
【０１７６】
この場合において、対向電圧信号線ＣＬ（あるいは容量信号線ＣＳＴ）は走査信号駆動回
路ＧＳＣＬおよび映像信号駆動回路を交差するようにして延在されて該配線層ＣＯＭに電
気的に接続されている。
【０１７７】
また、図６４は、たとえば映像信号駆動回路がドレイン分配回路を具備するものであれば
、前記配線層ＣＯＭは該映像信号駆動回路のうちドレイン分配回路とそれ以外の回路との
間を走行するようにして形成してもよい。
【０１７８】
さらに、上述した配線層ＣＯＭを一部として、走査信号駆動回路ＧＳＣＬ、映像信号駆動
回路、ドレイン分配回路ＤＤＣ、あるいはイコライズ回路ＥＱＣ等を囲むように配線層を
形成するようにしてもよいことはもちろんである。
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【０１７９】
上述した各実施例では、いずれもスイッチング素子としてポリシリコンを半導体層とした
ものであるが、たとえばアモルファスシリコン等を半導体層としたものにも適用できるこ
とはいうまでもない。
また、上述した各実施例を組み合わせて構成するようにしてもよいことはいうまでもない
。
【０１８０】
さらに、上述の各実施例では、液晶表示装置を例に説明したが、液晶を用いない有機ＥＬ
、無機ＥＬ等の自発光素子による画素表示装置においても、各実施例開示の回路構成、回
路部のパターン配置を用いる限り、各々の効果を奏することができ、本発明に含むもので
ある。
【０１８１】
【発明の効果】
以上説明したことから明らかなように、本発明による液晶表示装置によれば、走査信号駆
動回路あるいは映像信号駆動回路への静電気の飛び込みを抑制できるようになる。走査信
号駆動回路あるいは映像信号駆動回路の形成部分を通しての光漏れを抑制できるようにな
る。さらに、走査信号駆動回路あるいは映像信号駆動回路の誤動作を防止できるようにな
る。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明による液晶表示装置の一実施例を示す要部説明図である。
【図２】本発明による液晶表示装置の一実施例を示す全体構成図である。
【図３】本発明による液晶表示装置の画素の一実施例を示す等価回路図である。
【図４】本発明による液晶表示装置の画素の一実施例を示す構成図である。
【図５】本発明による液晶表示装置の他の実施例を示す要部説明図である。
【図６】本発明による液晶表示装置の他の実施例を示す要部説明図である。
【図７】本発明による液晶表示装置の他の実施例を示す要部説明図である。
【図８】本発明による液晶表示装置の走査信号駆動回路とその周辺の一実施例を示す構成
図である。
【図９】本発明による液晶表示装置の他の実施例を示す要部説明図である。
【図１０】本発明による液晶表示装置の他の実施例を示す要部説明図である。
【図１１】本発明による液晶表示装置の他の実施例を示す要部説明図である。
【図１２】本発明による液晶表示装置の他の実施例を示す要部説明図である。
【図１３】本発明による液晶表示装置の走査信号駆動回路とその周辺の他の実施例を示す
構成図である。
【図１４】本発明による液晶表示装置の走査信号駆動回路とその周辺の他の実施例を示す
構成図である。
【図１５】本発明による液晶表示装置の他の実施例を示す要部説明図である。
【図１６】本発明による液晶表示装置の他の実施例を示す要部説明図である。
【図１７】本発明による液晶表示装置の他の実施例を示す要部説明図である。
【図１８】本発明による液晶表示装置の他の実施例を示す要部説明図である。
【図１９】本発明による液晶表示装置の走査信号駆動回路とその周辺の他の実施例を示す
構成図である。
【図２０】本発明による液晶表示装置の走査信号駆動回路とその周辺の他の実施例を示す
構成図である。
【図２１】本発明による液晶表示装置の他の実施例を示す要部説明図である。
【図２２】本発明による液晶表示装置の他の実施例を示す要部説明図である。
【図２３】本発明による液晶表示装置の他の実施例を示す要部説明図である。
【図２４】本発明による液晶表示装置の他の実施例を示す要部説明図である。
【図２５】本発明による液晶表示装置の走査信号駆動回路とその周辺の他の実施例を示す
構成図である。
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【図２６】本発明による液晶表示装置の他の実施例を示す要部説明図である。
【図２７】本発明による液晶表示装置の他の実施例を示す要部説明図である。
【図２８】本発明による液晶表示装置の他の実施例を示す要部説明図である。
【図２９】本発明による液晶表示装置の他の実施例を示す要部説明図である。
【図３０】本発明による液晶表示装置の画素の一実施例を示す構成図である。
【図３１】本発明による液晶表示装置の画素の他の実施例を示す構成図である。
【図３２】本発明による液晶表示装置の画素の他の実施例を示す構成図である。
【図３３】本発明による液晶表示装置の画素の他の実施例を示す構成図である。
【図３４】本発明による液晶表示装置の画素の他の実施例を示す構成図である。
【図３５】本発明による液晶表示装置の画素の他の実施例を示す構成図である。
【図３６】本発明による液晶表示装置の走査信号駆動回路とその周辺の他の実施例を示す
構成図である。
【図３７】本発明による液晶表示装置の他の実施例を示す要部説明図である。
【図３８】本発明による液晶表示装置の映像信号駆動回路とその周辺の他の実施例を示す
構成図である。
【図３９】本発明による液晶表示装置の映像信号駆動回路とその周辺の他の実施例を示す
構成図である。
【図４０】本発明による液晶表示装置の映像信号駆動回路とその周辺の他の実施例を示す
構成図である。
【図４１】本発明による液晶表示装置の映像信号駆動回路とその周辺の他の実施例を示す
構成図である。
【図４２】本発明による液晶表示装置の映像信号駆動回路とその周辺の他の実施例を示す
構成図である。
【図４３】本発明による液晶表示装置の映像信号駆動回路とその周辺の他の実施例を示す
構成図である。
【図４４】本発明による液晶表示装置の映像信号駆動回路とその周辺の他の実施例を示す
構成図である。
【図４５】本発明による液晶表示装置の映像信号駆動回路とその周辺の他の実施例を示す
構成図である。
【図４６】本発明による液晶表示装置の他の実施例を示す要部説明図である。
【図４７】本発明による液晶表示装置の映像信号駆動回路とその周辺の一実施例を示す構
成図である。
【図４８】本発明による液晶表示装置の映像信号駆動回路とその周辺の他の実施例を示す
構成図である。
【図４９】本発明による液晶表示装置の映像信号駆動回路とその周辺の他の実施例を示す
構成図である。
【図５０】本発明による液晶表示装置の映像信号駆動回路とその周辺の他の実施例を示す
構成図である。
【図５１】本発明による液晶表示装置の映像信号駆動回路とその周辺の他の実施例を示す
構成図である。
【図５２】本発明による液晶表示装置の映像信号駆動回路とその周辺の他の実施例を示す
構成図である。
【図５３】本発明による液晶表示装置の他の実施例を示す要部説明図である。
【図５４】本発明による液晶表示装置の他の実施例を示す要部説明図である。
【図５５】本発明による液晶表示装置のイコライズ回路とその周辺の一実施例を示す構成
図である。
【図５６】本発明による液晶表示装置のイコライズ回路とその周辺の他の実施例を示す構
成図である。
【図５７】本発明による液晶表示装置のイコライズ回路とその周辺の他の実施例を示す構
成図である。
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【図５８】本発明による液晶表示装置の他の実施例を示す要部説明図である。
【図５９】本発明による液晶表示装置のイコライズ回路とその周辺の他の実施例を示す構
成図である。
【図６０】本発明による液晶表示装置のイコライズ回路とその周辺の他の実施例を示す構
成図である。
【図６１】本発明による液晶表示装置のイコライズ回路とその周辺の他の実施例を示す構
成図である。
【図６２】本発明による液晶表示装置のイコライズ回路の説明図である。
【図６３】本発明による液晶表示装置の他の実施例を示す説明図である。
【図６４】本発明による液晶表示装置の他の実施例を示す説明図である。
【符号の説明】
ＳＵＢ１、ＳＵＢ２…透明基板、ＧＬ…ゲート信号線、ＤＬ…ドレイン信号線、ＣＬ…対
向電圧信号線、ＣＳＴ…容量信号線、ＴＦＴ…薄膜トランジスタ、Ｃｓｔｇ…容量素子、
ＰＸ…画素電極、ＣＴ…対向電極、ＧＳＣＬ…走査信号駆動回路、ＤＤＣ…ドレイン分配
回路、ＥＱＣ…イコライズ回路、ＣＯＭ…配線層。
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【 図 ４ 】 【 図 ５ 】

【 図 ６ 】

【 図 ７ 】 【 図 ８ 】
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【 図 ９ 】 【 図 １ ０ 】

【 図 １ １ 】

【 図 １ ２ 】 【 図 １ ３ 】
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【 図 １ ４ 】 【 図 １ ５ 】

【 図 １ ６ 】

【 図 １ ７ 】

【 図 １ ８ 】

【 図 １ ９ 】
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【 図 ２ ０ 】 【 図 ２ １ 】

【 図 ２ ２ 】

【 図 ２ ３ 】

【 図 ２ ４ 】

【 図 ２ ５ 】
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【 図 ２ ６ 】

【 図 ２ ７ 】

【 図 ２ ８ 】

【 図 ２ ９ 】

【 図 ３ ０ 】 【 図 ３ １ 】
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【 図 ３ ２ 】 【 図 ３ ３ 】

【 図 ３ ４ 】

【 図 ３ ５ 】

【 図 ３ ６ 】
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【 図 ３ ７ 】 【 図 ３ ８ 】

【 図 ３ ９ 】 【 図 ４ ０ 】
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【 図 ４ １ 】 【 図 ４ ２ 】

【 図 ４ ３ 】 【 図 ４ ４ 】
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【 図 ４ ５ 】

【 図 ４ ６ 】

【 図 ４ ７ 】

【 図 ４ ８ 】 【 図 ４ ９ 】
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【 図 ５ ０ 】 【 図 ５ １ 】

【 図 ５ ２ 】

【 図 ５ ３ 】

【 図 ５ ４ 】
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【 図 ５ ５ 】 【 図 ５ ６ 】

【 図 ５ ７ 】

【 図 ５ ８ 】

【 図 ５ ９ 】
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【 図 ６ ０ 】 【 図 ６ １ 】

【 図 ６ ２ 】 【 図 ６ ３ 】

【 図 ６ ４ 】

(35) JP 3920649 B2 2007.5.30



フロントページの続き

(51)Int.Cl.                             ＦＩ                                                        
                        Ｇ０９ＧＧ０９ＧＧ０９ＧＧ０９ＧＧ０９ＧＧ０９ＧＧ０９ＧＧ０９Ｇ   3/20     (2006.01)   3/20     (2006.01)   3/20     (2006.01)   3/20     (2006.01)   3/20     (2006.01)   3/20     (2006.01)   3/20     (2006.01)   3/20     (2006.01)           Ｇ０９Ｆ   9/35    　　　　          　　　　　
                        Ｇ０９ＧＧ０９ＧＧ０９ＧＧ０９ＧＧ０９ＧＧ０９ＧＧ０９ＧＧ０９Ｇ   3/36     (2006.01)   3/36     (2006.01)   3/36     (2006.01)   3/36     (2006.01)   3/36     (2006.01)   3/36     (2006.01)   3/36     (2006.01)   3/36     (2006.01)           Ｇ０９Ｇ   3/20    ６２１Ｍ          　　　　　
   　　　　                                Ｇ０９Ｇ   3/36    　　　　          　　　　　

(72)発明者  桶　隆太郎
            千葉県茂原市早野３３００番地　株式会社日立製作所　ディスプレイグループ内
(72)発明者  萬場　則夫
            神奈川県川崎市麻生区王禅寺１０９９番地　株式会社日立製作所　システム開発研究所内

    審査官  白石　光男

(56)参考文献  特開平１１－２０２３６７（ＪＰ，Ａ）
              特開平１１－００２８３８（ＪＰ，Ａ）
              特開２００１－１６６３３４（ＪＰ，Ａ）
              特開２００３－１６７２６９（ＪＰ，Ａ）

(58)調査した分野(Int.Cl.，ＤＢ名)
              G02F  1/1343
              G02F  1/1345
              G09F  9/00
              G09F  9/30
              G09F  9/35
              G09G  3/20
              G09G  3/36

(36) JP 3920649 B2 2007.5.30



专利名称(译) 图像显示装置和液晶显示装置

公开(公告)号 JP3920649B2 公开(公告)日 2007-05-30

申请号 JP2002022655 申请日 2002-01-31

[标]申请(专利权)人(译) 株式会社日立制作所

申请(专利权)人(译) 株式会社日立制作所

当前申请(专利权)人(译) 株式会社日立制作所

[标]发明人 佐藤友彦
落合孝洋
小野記久雄
桶隆太郎
萬場則夫

发明人 佐藤 友彦
落合 孝洋
小野 記久雄
桶 隆太郎
萬場 則夫

IPC分类号 G02F1/1343 G02F1/1345 G09F9/00 G09F9/30 G09F9/35 G09G3/20 G09G3/36 G02F1/1333 G02F1
/1362

CPC分类号 G02F1/13454 G02F1/134363 G02F1/1345 G02F1/136204 G02F1/136213 G02F2001/133388

FI分类号 G02F1/1343 G02F1/1345 G09F9/00.309.A G09F9/00.348.C G09F9/30.338 G09F9/35 G09G3/20.621.
M G09G3/36 G09F9/00.348.Z

F-TERM分类号 2H092/GA31 2H092/GA38 2H092/GA40 2H092/GA45 2H092/GA59 2H092/GA60 2H092/JA01 2H092
/JA03 2H092/JA05 2H092/JA21 2H092/JA24 2H092/JB22 2H092/JB26 2H092/JB31 2H092/JB35 
2H092/JB61 2H092/JB64 2H092/JB67 2H092/JB68 2H092/JB69 2H092/NA14 2H092/PA06 5C006
/BB16 5C006/BC02 5C006/BC08 5C006/BC20 5C006/BF34 5C006/BF50 5C006/FA33 5C006/FA47 
5C080/AA10 5C080/BB05 5C080/DD09 5C080/DD19 5C080/DD26 5C080/FF11 5C080/JJ02 5C080
/JJ03 5C080/JJ06 5C094/AA16 5C094/AA21 5C094/AA31 5C094/AA53 5C094/BA03 5C094/BA43 
5C094/CA19 5C094/EA01 5C094/EA04 5C094/EA07 5C094/FB19 5G435/AA14 5G435/AA16 5G435
/BB12 5G435/CC09 5G435/GG32 5G435/GG34

审查员(译) 白石光男

其他公开文献 JP2003222891A

外部链接 Espacenet

摘要(译)

要解决的问题：防止静电跳入扫描信号驱动电路或视频信号驱动电路。解决方案：图像显示装置具有：每个像素，在通过液晶彼此
面对布置的一个基板的液晶侧表面上形成液晶显示部分;扫描信号驱动电路，其中由在一个方向上平行排列的每个像素组成的像素组
至少形成有公共栅极信号线和公共电容线，并且每个信号线的至少一端连接到该扫描信号驱动电路;形成为包围该扫描信号驱动电路
的布线层，该布线层在液晶显示部侧形成的线宽小于液晶显示部的相反侧的线宽。电容线也与扫描信号驱动电路交叉，并与液晶显
示部分相对侧的布线层连接。 Ž

https://share-analytics.zhihuiya.com/view/f078a1ea-bb94-4a11-93df-60e68acb5c18
https://worldwide.espacenet.com/patent/search/family/027745597/publication/JP3920649B2?q=JP3920649B2



